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序　　文
京都市内には、いにしえの都平安京をはじめとして、数多くの埋蔵文化財包蔵地（遺跡）

が点在しています。平安京以前にさかのぼる遺跡及び平安京建都以来、今日に至るまで

営々と生活が営まれ、各時代の生活跡が連綿と重なりあっています。このように地中に埋

もれた埋蔵文化財（遺跡）は、過去の京都の姿をうかびあがらせてくれます。

公益財団法人京都市埋蔵文化財研究所は、遺跡の発掘調査をとおして京都の歴史の解明

に取り組んでいます。その調査成果を市民の皆様に広く公開し、活用していただけるよう

努めていくことが責務と考えています。現地説明会の開催、写真展や遺跡めぐり、京都市

考古資料館での展示公開、小中学校での出前授業、ホームページでの情報公開などを積極

的に進めているところです。

このたび、工場建設に伴う長岡京跡の発掘調査について調査成果を報告いたします。本

報告の内容につきましてお気づきのことがございましたら、ご教示賜りますようお願い申

し上げます。

末尾になりましたが、当調査に際しまして多くのご協力とご支援を賜りました多くの関

係各位に厚く感謝し、御礼を申し上げます。

平成30年12月

公益財団法人　京都市埋蔵文化財研究所

所　長　　　井　上　満　郎



例　　言

１	 遺　跡　名	 長岡京左京三条四坊六町跡　（京都市番号　18NG063）

	 	 長岡京左京第603次調査（7AN－WGD001）

２	 調査所在地	 京都市伏見区久我西出町８番地18　他

３	 委　託　者	 株式会社メカテック　代表取締役　岩井真一

４	 調	査	期	間	 2018年６月４日～2018年８月10日

５	 調	査	面	積	 1,223㎡

６	 調査担当者	 小檜山一良・木下保明・モンペティ恭代

７	 使	用	地	図	 	京都市発行の都市計画基本図（縮尺１：2,500）「久我」を参考にし、作成

した。

８	 使用測地系	 	世界測地系　平面直角座標系Ⅵ（ただし、単位（ｍ）を省略した）

９	 使	用	標	高	 	T.P.：東京湾平均海面高度

10	 使用土色名	 	農林水産省農林水産技術会議事務局監修『新版　標準土色帖』に準じた。

11	 遺	構	番	号	 通し番号を付し、遺構の種類を前に付けた。

12	 遺	物	番	号	 通し番号を付し、写真番号も同一とした。

13	 本	書	作	成	 小檜山一良

14	 備　　　考	 	上記以外に調査・整理ならびに本書作成には、調査業務職員及び資料業

務職員があたった。

15	 協　力　者	 	調査および報告書作成にあたり、龍谷大学の國下多美樹氏よりご教示を

いただいた。記して感謝を申し上げます。

（調査地点図）
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長岡京左京三条四坊六町跡

１．調査経過
調査地は、京都市伏見区久我西出町８番地18他に所在する。長岡京の条坊では長岡京左京三条

四坊六町に該当する。当地に工場建設が計画され、2013年度に西隣の発掘調査
１）

で長岡京期の掘立柱

建物跡が良好な状態で検出されていることから、京都市文化市民局文化芸術推進室文化財保護課

（以下「文化財保護課」という）により発掘調査が必要と判断され、公益財団法人京都市埋蔵文化

財研究所が調査を行うことになった。長岡京の調査次数は、長岡京左京第603次調査となる。

調査区は、南北58ｍ、東西21ｍの南北に長い長方形に設定した。掘削土仮置き場の関係により

反転調査とした。南側630㎡を１区とし、北側588㎡を２区とした。６月４日に外周フェンスや進

入路整備などの準備工を実施した。６月５日から重機で１区の旧耕作土を掘削し、地表下0.75ｍ

（標高10.7ｍ）の遺構面で、中世の溝群や長岡京期の柱穴・溝・湿地を検出した。以降、人力で調

査を行った。１区の調査終了後に埋め戻し、次いで２区の調査を実施した。

調査の結果、鎌倉時代から室町時代の多数の耕作溝、長岡京期の掘立柱建物２棟・柱列１列・井

－1－

図１　調査位置図（１：2,500）



戸１基・溝１条・湿地、弥生時代の溝・湿地、縄文時代の流路などを検出した。

なお、調査区は文化財保護課の指導により、井戸16の規模確認の目的で西部を約５㎡拡張した

ため、調査面積は1,223㎡となった。

遺構の記録は、随時実測図を作成し、適宜写真撮影を行った。調査中の排土は敷地内に仮置き

し、調査終了後に埋め戻した。調査中は適時、文化財保護課の臨検・指導を受け、８月10日に調査

を終了した。

註

１）	 	小松武彦・モンペティ恭代『長岡京左京三条四坊六町跡』京都市埋蔵文化財研究所発掘調査報告	

2013－3　財団法人京都市埋蔵文化財研究所　2013年

－2－

図３　調査前全景（北から）

図４　調査風景（北から）図２　調査区配置図（１：1,000）



２．遺　　跡

（１）位置と環境

調査地は、京都盆地北半の南西部に位置し、西を向日丘陵、東を桂川に挟まれた低地である。南

西約100ｍには西羽束師川が南流し、東側の桂川右岸から約１㎞西に位置する。

当地域周辺には長岡京が造営される前の遺跡が点在している。調査地北西約500ｍには縄文時代

から奈良時代の東土川遺跡、北西約600ｍには弥生時代の集落を中心する鶏冠井遺跡、西約400ｍ

には弥生時代中期の集落を中心とする鶏冠井清水遺跡などがある。

延暦３年（784）、桓武天皇によって都が平城京から乙訓の地である長岡に遷都される。当調査地

は長岡京の北東部、左京三条四坊六・七町にあたり、調査区を設定した敷地の南半分は六町の北西

側に位置する。

長岡京は、延暦13年（794）、廃都され、平安京に遷都される。廃都後の乙訓の地は、平安京と

西国を結ぶ交通の要衝として発達し、集落が形成されていく。

－3－

図５　周辺調査地点位置図（１：5,000）



（２）周辺の調査（図５）

調査地は長岡京の北東部に位置し、周辺は水田地帯であったが近年、都市近郊地として工場が誘

致され、また宅地開発が増加し、これに伴って発掘調査も多く実施されている。図５に周辺におけ

る調査地点を明示した。図中の調査番号は本文中の番号と一致する。

調査１（三条三坊十町）では、長岡京期の東三坊坊間東小路・三条条間北小路などが検出され

た
１）

。調査２（三条三坊十町）では、長岡京期の東三坊坊間東小路西側溝などが検出された
２）

。調査３

（三条三坊十五・十六町、三条四坊一・二町）では、縄文時代から弥生時代の土器を多量に含む溝・

流路、長岡京期の掘立柱建物・柵・東三坊大路などが検出された
３）

。河川改修に伴う調査４（三条

三・四坊）では、縄文時代の自然堆積、弥生時代の落込み、長岡京期の掘立柱建物・東三坊大路・

三条条間南小路などが検出された
４）

。同じく調査５（二・三条三・四坊）では、縄文時代の土坑、弥

生時代の溝・土坑状遺構、長岡京期の掘立柱建物・東三坊大路西側溝・三条条間南小路などが検

出された
５）

。今回調査地の西隣にあたる調査６（三条四坊六町）では、縄文時代の流路、弥生時代の

湿地・溝、古墳時代から飛鳥時代の溝、長岡京期の掘立柱建物・柱列・溝などが検出された
６）

。調査

７（三条四坊十・十一町）では、長岡京期の掘立柱建物・三条条間小路などが検出された
７）

。調査８

（三条四坊十三町）では、鎌倉時代から室町時代にかけての耕作溝などが検出された
８）

。調査９（三

条四坊十三町・四条四坊十六町）では、古墳時代の溝、長岡京期の掘立柱建物・柵列・井戸・溝な

どが検出され、井戸から墨書土器・斎串などが出土した
９）

。

註

１）	 	辻　裕司『長岡京左京三条三坊十町跡・鶏冠井清水遺跡』京都市埋蔵文化財研究所発掘調査報告	

2012－19　財団法人京都市埋蔵文化財研究所　2013年

２）	 	東　洋一『長岡京左京三条三坊十町跡・鶏冠井清水遺跡』京都市埋蔵文化財研究所発掘調査報告	

2014－3　公益財団法人京都市埋蔵文化財研究所　2014年

３）	 	鈴木廣司・長宗繁一「長岡京左京二条三・四坊」『昭和60年度　京都市埋蔵文化財調査概要』　財団法

人京都市埋蔵文化財研究所　1988年

４）	 	鈴木廣司・長宗繁一「左京三条三・四坊」『昭和58年度　京都市埋蔵文化財調査概要』　財団法人京都

市埋蔵文化財研究所　1984年

５）	 	鈴木廣司・長宗繁一「長岡京左京二・三条三・四坊」『昭和59年度　京都市埋蔵文化財調査概要』　財

団法人京都市埋蔵文化財研究所　1987年

６）	 	小松武彦・モンペティ恭代『長岡京左京三条四坊六町跡』京都市埋蔵文化財研究所発掘調査報告	

2013－3　財団法人京都市埋蔵文化財研究所　2013年

７）	 	布川豊治『長岡京左京三条四坊十・十一町跡』京都市埋蔵文化財研究所発掘調査報	2008－16　財団

法人京都市埋蔵文化財研究所　2009年

８）	 	吉村正親『長岡京左京三条四坊十三町跡』京都市埋蔵文化財研究所発掘調査報告	2006－17　財団法

人京都市埋蔵文化財研究所　2007年

９）	 	「長岡京左京三条・四条四坊」『昭和55年度　京都市埋蔵文化財調査概要』　財団法人京都市埋蔵文化

財研究所　2011年
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３．遺　　構

（１）基本層序（図６）

調査地周辺は全体的にみると北西から南東に緩やかに傾斜しており、周辺は水田と畑の耕作地

帯である。当調査地も調査以前は水田として利用されており、標高は11.40ｍ前後である。

西壁（X=－117,782.50）　地表から約0.7ｍまでが耕作土層である。１・２層は現耕作土（耕土・

床土）、３・４層は標高11.05～11.30ｍで近世の耕作土、５～７層は標高10.75～11.05ｍで中世の

耕作土である。８層は標高10.75ｍで暗灰黄色砂泥の地山層となり、この層に切り込んで中世の耕

作溝、長岡京期の建物・井戸・溝・湿地などの２時期の遺構を同一面で検出した。

東壁（X=－117,744）　地表から約0.8ｍまでが耕作土層である。１・２層は現耕作土（耕土・床

土）、３～５層は標高11.0～11.3ｍで近世の耕作土、６～８層は標高10.6～11.0ｍで中世の耕作土

である。９層は標高10.45～10.6ｍで長岡京期の黒褐色シルト質粘土が堆積する湿地である。

長岡京期の湿地の下層にあたる10～12層は、標高10.1～10.45ｍで黒褐色粘土質シルトなどの弥

生土器を含む弥生時代の湿地である。さらに下層の13～14層は標高9.1～10.1ｍで黒褐色腐植土な

どの縄文時代の流路で、湧水が著しい。15層は標高9.1ｍで灰白色粘土の地山層となる。
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図６　基本層位図（１：40）



（２）中世の遺構

耕作溝群　検出した溝は23条である。そのうち17条が南北方向の溝であり、東西方向の溝は６

条である。大型の溝は、幅1.5～2.1ｍ、深さ0.3～0.4ｍ、断面形は逆台形を呈する。埋土は黄灰色

粘土を主体とする。約６ｍ間隔に配される。小型の溝は、幅0.1～0.3ｍ、深さ0.1～0.2ｍで、断面

形はＵ字形である。埋土は褐灰色粘土を主体とする。溝埋土からは土師器・瓦器・青磁などの鎌倉

時代から室町時代の遺物が出土したが、いずれも小片である。南北方向の溝の方位は、いずれもほ

ぼ座標北である。

（３）長岡京期の遺構（図版１・７）

建物１（図７・８、図版８、表２）　調査区の中央西側で検出した東西１間（5.0ｍ）×南北５間

（13.5ｍ）の南北棟の掘立柱建物である。建物の方位は、北で1.8度西に振る。南北の柱間は西柱筋

で約2.7ｍ等間である。東西の柱間は5.0ｍである。柱穴の掘形は0.15～0.20ｍの円形から方形、深

さは検出面から0.15～0.20ｍである。柱穴22～

24・37・72の底部には礎板が遺存していた。礎

板の樹種は、いずれもヒノキであった。

建物２（図９・10、図版９、表２）　建物１の

北に中軸線を揃えて並ぶ東西２間（5.0ｍ）×南

北２間（5.4ｍ）の掘立柱建物である。南北の柱

間は約2.7ｍ等間である。東西の柱間は約2.5ｍ

等間である。柱穴の掘形は0.25～0.35ｍの円形か

ら方形、深さは検出面から0.20～0.25ｍである。

柱穴42・76・81・85・89・94の底部には礎板が

遺存していた。礎板には枘穴のある建築端材も

利用されていた。礎板の樹種は、いずれもヒノキ

であった。

柱列３（図11）　建物１と建物２の間に位置す
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表１　遺構概要表

表２　建物柱穴出土礎板一覧表
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図７　建物１実測図（１：80）



－8－

図８　建物１礎板出土柱穴実測図（１：20）



－9－

図９　建物２実測図（１：80）
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図10　建物２礎板出土柱穴実測図（１：20）
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る東西方向に並ぶ２基の柱穴からなる。柱穴の掘形は径0.6ｍの円形、深さは検出面から0.1ｍであ

る。柱間は4.2ｍで、さらに西に延びる可能性がある。建物１と建物２の間の目隠し塀と考えられ

る。

井戸16（図12～14、図版９）　調査区の西端南寄りで検出した井戸である。掘形約3.5ｍの隅丸

方形を呈する。底部に一辺1.35ｍの方形に組んだ木枠が遺存した。各木枠には枘組みの加工は施さ

れておらず、東辺と西辺の木枠の上に北辺と南辺の木枠を重ねており固定はしていない。深さは検

出面から0.9ｍ。埋土断面の観察からは、上部の木枠は抜き取られているとみられる。長岡京期の土

器類（京都Ⅰ期中段階
１）

）が出土した。

溝29　調査区の中央西側で検出した東西方向の溝である。幅0.4～0.5ｍ、深さ0.3～0.4ｍ。埋土

はオリーブ灰色粘質シルト。建物１の柱穴との切り合いは耕作溝のため不明である。

湿地34　調査区の東半に広がる。東西14ｍ以上、南北50ｍ以上、深さ0.1～0.5ｍ。堆積土は黒

褐色シルト質粘土である。長岡京期の土器類（京都Ⅰ期中段階）が出土した。

湿地35　調査区の南東隅に位置する。東西4.5ｍ以上、南北4.0ｍ以上、深さ0.1～0.4ｍ。堆積土

は黄灰色粘質シルトである。調査区外東側で湿地34とつながる可能性がある。

（４）縄文時代から弥生時代の遺構（図版２・３・10）

溝群（図15）　溝30・79は規模がやや大きく、北西から南東方向の傾きをもつ。幅0.3～1.2ｍ、

深さ0.1～0.3ｍ。埋土は黒褐色粘土質シルトを主体とする。溝31～33・80・82は規模が小さく、北

東から南西方向の傾きをもつ。幅0.1～0.2ｍ、深さ0.05～0.15ｍ。埋土は黒褐色泥砂や黒色粘土を

主体とする。ともに溝底部には凹凸がある。

湿地83（図16、図版10）　調査区の北部に広がる。東西20ｍ以上、南北14ｍ以上、深さ0.3～0.5

ｍ。堆積土は大きく３層に分かれ、黒褐色粘土質シルト、黄灰色シルト質粘土、黄灰色粘土などで

ある。樹木が埋没する。縄文土器・弥生土器が出土した。下層に位置する流路95の上層部とみるこ

とができる。

流路95（図16、図版10）　湿地83の下層で検出した東西方向の自然流路である。人工的な遺物

図11　柱列３実測図（１：80）
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図12　井戸16実測図（１：50）

図14　井戸16木枠隅部分　北西部（東から）図13　井戸16木枠隅部分　南東部（東から）



が出土しないため、流路の東半部分のみを掘削して調査した。流路の規模は、幅12ｍ以上、深さ

0.5～1.1ｍ、東西10ｍ以上である。堆積土は大きく４層に分かれ、黒褐色腐植土、暗褐色腐植土、

黒褐色泥砂などである。種実や樹木片が多く、径0.2～0.5ｍの樹木が埋没する。

註

１）	 	小森俊寛・上村憲章「京都の遺跡から出土する土器の編年的研究」『研究紀要』第３号　財団法人京

都市埋蔵文化財研究所　1996年。
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図16　湿地83・流路95断面図（１：100）

図15　溝30～33・79・80断面図（１：40）



４．遺　　物

（１）遺物の概要

出土遺物は、整理コンテナに29箱出土した。その内訳は、土器類16箱、瓦類１箱、木製品11箱、

金属製品１箱である。

土器類では長岡京期のものが大半を占めており、次いで鎌倉時代から室町時代のものがつづく。

古墳時代以前の遺物はごく少量である。

瓦類は少量で、丸瓦・平瓦ともに布目・縄タタキの跡がある。木製品には、井戸木枠・柄杓・

匙・箸・櫛・建築端材などがある。建築端材は切断されて柱穴底部に礎板として据え付けられる。

鉄製品には、体部断面が方形を呈する釘がある。獣骨は、長岡京期の湿地から出土した。

遺物は種類ごとに時代の古い順から記述する。個々の土器類の詳細については表４に掲載した。

（２）土器類

１）縄文時代から弥生時代の土器類（図17、図版11、表４）

湿地83出土土器（１・２）　１は縄文土器深鉢の口縁部である。口縁端部外面の凸帯の下端にキ

ザミ目を施す。色調は灰黄褐色を呈する。胎土は粗く、径3.0㎜以下の長石・石英・チャートを多

く含む。縄文時代晩期後葉に属する。

２は弥生土器壷の底部である。底部中央は

窪む。体部外面はケズリのちミガキを施す。

内面はナデ調整、工具痕が残る。色調は黄灰

色を呈する。胎土には径1.5㎜以下の長石・

石英・チャートを含む。弥生時代後期後半に

属する。
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表３　遺物概要表

図17　縄文時代から弥生時代の土器拓影及び実測図
（１：３、１：４）



２）長岡京期の土器類（図18、図版11、表４）

井戸・柱穴・湿地から京都Ⅰ期中段階の土器が出土している。土師器の椀・皿・杯・高杯・蓋、

須恵器の壷・甕がある。

井戸16出土土器（３～10）　３～８は土師器である。３は椀Ａである。丸底気味の底部から体部

は内湾気味に立ち上がり口縁部に至る。口縁端部は丸く収める。内面はナデ調整、外面はヘラケズ

リとナデ調整。４～６は皿Ａである。平らな底部から口縁部は内湾気味にのびたのち外傾する。口

縁端部は丸く収める。内面はナデ調整、外面はヘラケズリとナデ調整。４の底部外面には「大」の

可能性がある墨書がある。７は杯Ｂの蓋である。やや丸みを帯びた天井部から体部は緩やかに下外

方にのびる。端部は丸く収める。外面に丁寧なヘラミガキを施す。内面はヨコナデ調整。摘みは欠

損する。８は高杯の杯部である。杯部内面から口縁端部までナデ調整、外面はケズリのち丁寧なミ

ガキを施す。口径32.0㎝と大型である。

９・10は須恵器である。９は壷Ｇである。底部から体部下半が遺存する。底部から体部が直線的

に立ち上がる。外面はロクロナデのちナデ調整。内面はロクロナデ、絞り痕が残る。底部外面は糸

切未調整。10は甕である。体部上半から口縁部が遺存する。丸みを帯びた体部から頸部は外上方に
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図18　長岡京期の土器拓影及び実測図（１：４）



直線的にのびる。口縁端部は外反し、外上方に端面をつくる。頸部内外面はロクロナデ、体部外面

はタタキ痕、内面は同心円当て具痕のちナデ調整を施す。胴部最大径約37.7㎝。

建物１柱穴24出土土器（11）　11は土師器高杯の脚部である。断面は８角形に削り出す。内面は

ナデ調整、裾部はヨコナデを施す。

湿地34出土土器（12～14）　12～14は土師器である。12は椀Ａである。丸底気味の底部から体

部は内湾気味に立ち上がり口縁部に至る。口縁端部は丸く収める。内面はナデ調整、外面はヘラケ

ズリとナデ調整。13は皿Ａである。平らな底部から口縁部は内湾気味にのびたのち外傾する。口縁

端部は丸く収める。内面はナデ調整、外面はヘラケズリとナデ調整。14は杯Ａである。平らな底部

から口縁部は内湾気味にのびたのち外傾する。口縁端部は丸く収める。内面はナデ調整、外面はヘ

ラケズリとナデ調整。

（３）木製品（図19～21、図版11）

木製品には、匙・柄・柄杓・箸・櫛・井戸木枠・建築部

材片がある。

木１は匙である。やや平坦な小皿状の頭部と円柱状の柄

からなる匙である。頭部の幅3.0㎝、柄の径1.4～1.2㎝、長

さ21.6㎝以上。材質はスギである。湿地34から出土した。

木２は刃物の柄である。断面形が長円形を呈する柄の中

に金属刃の茎部分が遺存する。柄は長さ8.3㎝、径は1.3～

2.8㎝。材質はバラ科である。井戸16から出土した。
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表４　土器一覧表

図19　木製品実測図１（１：４）
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図20　木製品実測図２（１：８）
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図21　木製品実測図３（１：６）



木３は柄杓である。掬部の底板は円盤状で径10.4㎝、厚さ0.6㎝。側部は曲物で高さ5.8㎝、厚さ

0.2㎝。0.7～0.8㎝幅で木目に直交して切り込みを入れて円形に曲げ、桜の皮で綴じる。底板と側部

は木釘でとめる。材質はともにヒノキである。井戸16から出土した。

木４～７は井戸枠材に転用された建築部材である。幅6.8～8.4ｍ、厚さ3.7～3.8ｍ、長さ1.67～

1.72ｍ。木４は南面、木５は東面、木６は西面、木７は北面に据え付ける。各材に枘穴は施されて

いない。井戸16から出土した。材質はともにスギである。

木８～13は礎板の建築端材である。

木８～10は方形の板材である。厚さは3.9～5.1㎝。木８は建物１の柱穴22、木９は建物１の柱

穴23、木10は建物１の柱穴24から出土した。材質はともにヒノキである。

木11～13には枘穴がある。厚さは4.1～5.8㎝。木11は建物２の柱穴42、木12は建物２の柱穴

81、木13は建物２の柱穴85から出土した。材質はともにヒノキである。

（４）金属製品（図22）

金属製品には釘がある。複数出土しているが、状態の良好な個体を図化した。

金１は釘である。頭部は方形で、体部の断面形も方形である。長さ7.1㎝。長

岡京期の井戸16から出土した。

（５）その他の遺物

その他の遺物には、獣骨・自然遺物がある。

獣骨には牛馬の寛骨などがある。特徴的な部位が欠損しているために牛馬の特定できない。長岡

京期の湿地34から出土した。

自然遺物には植物種実・樹木がある。

樹木の種類には、ムクノキ・アカガシ亜属・クスノキ科・

サクラ属・クワ科・アカシデなどがある。湿地83、流路95堆

積土から出土した。出土した樹木は、図版２・３に検出地点

を一部明示し、樹種を表５に示した。

流路95堆積土から出土した種実は、表６に示した。これら

の種類には、木本のクワ・ブナ・マタタビ・ツバキ・バラ・

ミカン・ブドウ・ウコギ、草本のイラクサ・タデ・スベリヒ

ユ・アブラナ・スミレ・セリ・ナス・キク・ユキノシタな

ど多くの種類がある。部位は果実、幼果、種子、核がある。

これらの生育環境は、木本はほとんどが山野、山地である。

一方の草本は山野、野原、道端などがあるが、水辺、湿地で

生育する種類も多いのが特徴である。
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図22　金属製品
実測図（１：４）

表５　湿地83・流路95堆積土出土
樹木の樹種一覧表
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表６　流路95堆積土出土種実一覧表



５．ま		と		め
今回の調査では、長岡京期の建物や湿地を検出した。また、それらに先行する遺構群を検出した

ことにより長岡京が造営される前の環境や土地利用についての資料を得ることができた。

縄文時代から弥生時代（図23）　西から東方向の自然流路95がある。今回は自然遺物以外の出土

はないが、流れの方向や規模から西隣りの2013年度調査で検出している流路の延長部であること

は明白で、縄文時代の遺構である。

湿地83は流路95の上部に位置しており、流路埋没後の窪みが湿地となったもので、堆積土から

は縄文土器・弥生土器が出土している。当地は長岡京が造営される前から、湿地状の地形が広がっ

ていたことがわかった。前回調査ではイネ属由来の植物珪酸体が検出されており、この湿地を利用

した稲作が行われていたとみられる。

湿地83に切り込んだ溝79は、北西から南西方向の傾きをもち、溝30も同様の規模と傾きである。

遺物は出土しなかったが、流れの方向や規模から前回調査の弥生時代の溝の延長部と考えられる。

また、溝31～33・80・82などの遺構も検出したことにより、当地の土地利用の一端がわかった。

長岡京期（図24）　建物・井戸・溝・湿地などがある。建物１と建物２は、規模や構造が異なる

が建物の南北の中心軸を揃えて南北に並んでおり、規格性が高い。北側の建物２は、弥生時代の湿

地83を整地して建てていることがわかった。建物１・２とともに地盤が不安定なために、柱穴底部

に建築端材を利用した礎板を据える。建物１は東西の柱間が5.0ｍあり、建物の構造は不明である

が、周辺では牛馬の足跡が検出されており、厩舎などの可能性も考えられる。東西方向の柱列３は

建物１と建物２の間に位置することから、目隠し塀の性格をもつとみられる。井戸16は木枠組み一

辺1.35ｍの大型で、長岡京内での検出例からみても有数の大きさである。
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図23　縄文時代・弥生時代遺構配置図（１：1,000）
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湿地34は、調査区東半部にひろがり、湿地西端が六町の東西中心付近にあたることから、当地の

左京三条四坊六町東半部は長岡京造営後も湿地の状態であったことがわかる。

前回調査では、六町の西側に位置する地点で、主屋とされる建物１とその北側に建物２が南北に

並んでいた。さらに、北西側には倉庫などの雑舎とみられる小規模建物が３棟建ち並ぶ遺構配置が

復元されていた。さらに建物１の南方には東西方向の２条の溝による小径と考えられる通路を検出

していたが、今回は小径の延長部を検出できなかった。さらに調査区南側では当該期の遺構もな

かったことから、南側に遺構の展開の可能性は低いとみられる。これらの建物配置などを考慮すれ

ば、この宅地の規模は六町の北西部１/４町の広さをもつと考えられ、長岡京の中規模宅地の典型

を示すものといえよう。

鎌倉時代から室町時代　南北方向の多数の耕作溝がある。当地は平安時代以降、耕作地として土

地利用され、現在まで継続していたことが窺える。

図24　長岡京期遺構配置図（１：500）
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長岡京期遺構平面図（１：300）
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弥生時代遺構平面図（１：300）
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縄文時代遺構平面図（１：300）
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調査区東壁断面図１（１：50）
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調査区東壁断面図２（１：50）
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調査区北壁断面図（１：50）
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１　１区長岡京期全景（北から）

２　２区長岡京期全景（北から）
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１　建物１（北から）

４　建物１柱穴24（東から）

２　建物１柱穴22（東から）

５　建物１柱穴72（東から）

３　建物１柱穴23（東から）
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２　建物２柱穴81（北東から）

５　井戸16（北東から）

３　建物２柱穴85（東から）

１　建物２柱穴76（北西から）

４　建物２柱穴89（北東から）
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１　１区弥生時代全景（北から）

２　２区湿地83・流路95（西から）
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